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研究成果の概要（和文）：　短時間勤務制度を利用して働く看護師（以下、時短看護師）の実態調査をした結
果、病院機能によって、業務内容や超過勤務に差があった。急性期病院で働く看護師は、患者の状況によって変
化する業務が多く、勤務時間を超過することもあり、時短制度が成立していない現状が見出された。
　先駆的に短時間勤務制度を導入し、モデル病院となっている一般急性期病院2施設の時短看護師、師長、看護
部長より時短勤務における工夫や課題について調査を行った結果、時短看護師の仕事と家庭のバランスが取れる
範囲というキャリアニーズをくみつつ、看護管理者は、彼らの強みを生かす業務内容や体制整備を行っていた。

研究成果の概要（英文）： As result of participation observation survey, there were differences in 
work content and overtime depending on bed function. Acute-bed part-time nurses were performing 
complex tasks until the end of their shift, making it difficult to complete reports and handovers 
during shift.
 As result of a qualitative inductive study with part-time nurses, nurse managers working at 2 
hospitals with pioneering short-time regular employee systems reported in national councils and 
media. Career of part-time nurses was mainly focused on continuing their work.  Nurse managers 
utilized the strengths and careers of part-time nurses.

研究分野：看護管理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　2009年の改正育児介護休業法で制度化された短時間勤務制度は、補助金など国の強力なインセンティブによ
り、またたくまに広がった。その結果、制度利用者が多数となり、フルタイム勤務者への負担増、夜勤者の確保
など多くの問題が挙げられている。本研究により、それぞれのベッド機能に合わせた制度整備の必要性、短時間
勤務者の強みを生かす看護管理者の工夫を明らかにすることができ、混沌としている短時間勤務制度に一定の示
唆を与えることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 2009年に改正された改正育児・介護休業法により、育児に関する公的なサポートが充実し、
妊娠・育児を理由とした退職は減少しつつある。しかしながら、夜勤や残業のできない看護師の
増加によりフルタイム、夜勤ありの看護師へのしわ寄せ、長時間労働による疲弊が問題となって
いる。また、制度利用者においては、利用が長期にわたる場合、彼らのモチベーション低下や実
践能力の維持が困難となっている。 
本研究の目的は、実態に即したデータから組織全体として効果的な人員配置、職務配置のモデ
ルを作成し、短時間勤務者の効果的な職務配分に関するプログラムの開発を行うことである。 
 文献検討および研究チーム、病院管理者からのヒアリングより、短時間勤務者の業務内容には、
病床機能、看護体制や看護管理者の影響が大きいと考えられた。また、多くの病院において、短
時間勤務者の配置や業務内容、他スタッフとの調整において、困難を感じておられる現状が明ら
かになった。そこで、2009年以前より短時間勤務制度を導入し、国の審議会やメディア等で実
績が報告されている先駆的な病院において、病床機能別で短時間勤務者の業務内容を把握する
ための参加観察調査を実施し（調査Ⅰ）、さらに、看護部責任者、部署責任者、短時間勤務看護
師から業務内容および管理について、面接調査によるデータを得、短時間勤務者の効果的な職務
配分のモデル例を考案することとした。 
 
２．研究の目的 
（１）調査Ⅰ 
 病床機能による短時間勤務者の業務内容の違いを明らかにする。 
（２）調査Ⅱ 
 先駆的に短時間正職員制度を導入した病院において、短時間勤務制度で働く看護師（以降、時
短看護師とする）のキャリアおよび、管理について明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）調査Ⅰ 
研究デザインは、タイムスタディによる看護行為量観測法である。調査対象は子育てを理由と
する時短看護師で、急性期病床 2名、慢性期病床 2名である。すべての対象者は 5年以上の経験
を有している。データ収集項目は、日本看護協会の看護業務区分表の看護行為分類Ⅰ36 項目を
ベースに大場ら（2016）が作成した調査表 1）を使用した。調査票は 5 分単位で記入する形式を
とった。調査期間は 2017 年の 7～9月である。データ分析は、Excel ver.2010 を用いた。石井
ら（2004）の看護業務分類 2）に従い、療養上の看護、診療支援看護、その他の看護に分類を行っ
た。大阪医科大学倫理委員会の承認を得て実施した。 
（２）調査Ⅱ 
 研究デザインは、半構成的面接法による質的記述的研究法である。調査対象は先駆的に短時間
正職員制度を導入した 3つの急性期病院に勤務する、時短看護師 2名（計 4名）、師長等部署責
任者 2名（計 4名）、看護部責任者 3名である。質問内容は、時短看護師へは「現在の仕事内容、
仕事のやりがいや困難なこと、今後について」、看護管理者へは「時短看護師への配慮、看護管
理上の工夫と支援」である。調査期間は、2017 年 8月から 2019 年 5月である。分析方法は、得
られたデータを記述し、質的帰納的に分析した。大阪医科大学倫理委員会の承認を得て実施した。 
 
４．研究成果 
（１）調査Ⅰ 
 いずれの看護師も 5名程度の患者を担当していた。看護行為の内容は、急性期病床では、療養
上の看護 19%、診療支援看護 52％、その他の看護 29％に対し、慢性期病床では、それぞれ 33％、
29％、38％であった（図 1）。1時間あたりの看護行為項目数（2人の合計）は、急性期病床は 2
～19項目（平均 12.6）、慢性期病床は 2～14項目（平均 9.7）であった。急性期病床では終業時
間には業務が終わらず、2 人とも 20 分の延長を必要としたが、慢性期病床は 2 人とも終業時間
に業務が終了した。 
急性期病床は、慢性期病床に比べ、患者の状態に合わせ観察や必要な看護が変わり、医師や検
査科など他部門と連絡調整を必要とするため、終業時間まで繁雑な看護業務を行っていた。その
ため、勤務時間内の報告や業務の受け渡しが困難であると考えられた。短時間勤務者の活用プロ
グラム作成において、病床機能別に検討する必要性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 病床機能からみた時短者の業務内容 
 
（２)調査Ⅱ 
①時短看護師について 
 時短看護師の経験年数は、9～15年（平均 13.3 年）であった。時短看護師のキャリアは、［許
容範囲の中での仕事］［終業時間への強いこだわり］［夜勤のない勤務を希望］［新たな仕事のや
りがいを見出す］［看護実践力低下を実感］［家庭と仕事の間でのジレンマ］の６カテゴリーで構
成された（表 1） 
時短看護師が認識するキャリアは、仕事を継続することに主軸が置かれ、キャリアを発達させる
という意識は少なかった。しかし、時短になったことで患者と丁寧なかかわりの時間が持てるこ
とに新たなやりがいを見出していた。看護管理者には、時短看護師の強みやキャリアを勤務時間
内で生かすことへの工夫と人材育成プログラムの多様化が求められる。時短看護師には、働き方
を柔軟に変えながら主体的にキャリアを発達させるという姿勢をもてるようなキャリア教育の
必要性が示唆された。 
表 1．時短看護師のキャリア 
カテゴリー  サブカテゴリー 
許容範囲の中での仕事 自分のやりがいより生活中心 

仕事自体は負担ではない 
相手をみて自分の仕事を任せたり残業したりする 

終業時間への強いこだわり 終業時間になると帰る 
終業直前に仕事を依頼されると不満 
勤務時間内で終わるような業務の配慮 
給料より時間を取ることへの納得 

夜勤のない勤務を希望 
  

夜勤による体への負担がある 
夜勤による家族への負担がある 

新たな仕事のやりがいを見出す 患者とのかかわりにやりがいを感じる 
仕事のやりがいを考えることはない 
フルタイムと時短のやりがいは違う 

看護実践力低下を実感 
  
  

普段はしないケアに緊張する 
全体を捉える感覚の鈍りを感じる 
仕事に必要な知識が遅れていると実感する 

家庭と仕事の間でのジレンマ 家庭が優先だが仕事もしたいと感じる 
 
②師長等部署責任者について 
 対象者が管理する部署は 7：1の一般病棟で、管理する時短者は 1～5名、勤務形態は日勤常勤
短時間、あるいは月に数回の夜勤を含む短時間勤務であった。看護管理者は、時短者の＜意欲的
な仕事への取組み＞姿勢を評価し、彼らの＜看護実践能力やスタッフからの信頼を活かす機会
＞、＜スタッフの役割モデル＞など『時短者への期待』をしていた。そのために時短者だけを特
別扱いにしないよう心掛けながら、＜超過勤務にならないよう配慮・心配り＞や＜働きがいやや
りがいを整える体制＞を作り、＜時短者の善さを活かす＞工夫をしていた。看護管理者は、能力
や信頼が高いが一時的に短時間正職員制度を活用せざるを得ない看護師の能力とキャリアを期
待し、それを最大限に活かす働き方への配慮とシステムの柔軟性を常に考え、他のスタッフとの
協働した創造性のある組織づくりのための実践をしていた。 
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③看護部責任者 
 １病院の時短者は平均 18 名、勤務形態は日勤常勤短時間、月に数回の夜勤を含む短時間勤務
であった。インタビューの結果、看護部長は、復帰前から働き方がイメージできるよう〈時短で
働くための事前準備〉を行いながら、〈与えられた仕事を着実にする〉ことを求めて、〈院内教育
への参加〉と〈キャリアの把握と支援〉、〈看護師長を巻き込（む）み〉〈時短者を活かす〉体制
を整備し、【時短者を資源として活用】 していた。また、時短者だけを特別扱いしないように〈常
勤スタッフへの配慮〉を心掛けながら、看護部長の考えを伝え〈理念の周知〉に取り組んでいた。
さらに、時短者が働き続けられるように〈勤務終了時間の励行〉〈病院が希望する働き方を掲示〉
するとともに、〈働き続けることへの強い意識づけ〉などを行い、【時短での働き方への支援】 を
していた。看護部責任者は、復帰前より、時短看護師の能力とキャリアを把握し、時短者を活か
すことに看護師長と協働して取り組んでいた。日勤帯で継続して指導的役割を担ってもらうな
ど、時短者も貴重な人材であるというメッセージを伝えていた。そして、お互い様精神など〈常
勤スタッフへの配慮〉を行いながら、多様なバックグランドを持つスタッフを受容できるような
組織づくりを実践していることが推察された。 
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